



校付属体操伝習所)(3) であるが, 茗溪, 昌平二艇
のギグ (gig, カッターを細く小形にしたもの)
は, どうして, どこで造られたか記録はないが,
(茗溪会誌, 明治 16 年 6 月刊) ｢東京師範学校
(高師―文理大―教大) においては茗淵今の神田








千代三郎 (東京大学漕手) はその著 ｢理論実験
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またたとえ敗因の一つが中古の艇だったとして









茗溪体育 80年(5) によれば, 日本政府の招聘を
受けてアメリカから来日した D.モルレー (David
Murray) は明治 6年 6月から明治 11年 12月ま
で文部省の学監として学生や教育令の制定など教
育界全体の発展に尽力した｡ またモルレーは体操










が, 明治 4年 (1871) の岩倉具視一行の欧米視察
団に同行した時に, アメリカのアマースト大学で
体操を視察したのではないかと考えられることや,





クロッケー, ベースボール, トロッコ, ボートな
どを伝えたといわれる(6) リーランド博士 (Dr.
George A. Leland) の招聘につながったと考え
られる｡
やがて明治 11年 (1878) 9月 6日に横浜に上
陸したリーランド博士は, 文部省が体操取調掛に
任命した伊沢修二 (18511917) と協力して, 体
操伝習所での具体的な体操の普及方法の策定に取
り掛かったと思われる｡
明治 12年 4月 (1879) に第一回の伝習生が入



















の時に製造された艇が, 明治 16 年体操伝習所
(現筑波大学) が東京大学との初めてのにレース
に使用した艇であると考えられる｡










明治 12年 (1879) 6月リーランド博士の通訳
兼助手として体操伝習所に迎えられた坪井玄道
(18521922)(8) は, リーランド博士の帰国後の明











鹿ヤ) などのほかに, 第 17, フートボール, 第


























艇 (フィックス艇) とバウ (左が進行報告で一番
左のポジションの状態の動きと, 以下二番手, 三
番手, 四番手, 五番手, ストローク (整調), コッ








































えられたが, 昭和 60年 (1985) 3月 1日に日本
漕艇協会から復刻された日本漕艇協会の機関誌
『漕艇』 の第 5号昭和 33年 11月 25日発行(15) の



















れた (Oxford and Cambridge Boat Race) から
1934年発行の (Chats on rowing) までの 67冊
のなかで, 以下の 4冊が該当することが判明した｡
1. Oxford and Cambridge Boat Race
著者 W. F. Macmichard 1870年 (明治 2
年)
2, Boat Racing or the art of…
著者 E. D. Brickwood 1876年 (明治 9年)
3. Rowing, Punting and Punts
著者 D. H. Mclean 1878年 (明治 11年)
4. Record of the Univ. Boat Race


















遊戯法) の中に競漕規則として第 1条から第 18
条まで記載されており, そのようなルールが記載
されていたのは 2. 『Boat Racing or the art of…』
著者 E. D. Brickwood 1876年 (明治 9年) であ
り正確な書名は 『Boat Racing; or, the Arts of





図 3 大国先生遺愛文庫 『Boat Racing; or, the Arts
of Rowing and Training 』 , 著者 Edwin
Dampier Brickwood 京都大学図書館蔵
図 4 『Boat Racing; or, the Arts of Rowing
and Training』, 著者 Edwin Dampier
Brickwood




















































































































































































































































たが, 第 1条, 第 5条～第 11条, 第 15条, 第 17

















として使用された本は, 『Boat Racing; or, the





























ト競技の父といわれる F. W. ストレンジ (Fre-
derick Williams Strange 18531889) が明治 16
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考察』 (江戸川大学紀要第 19号, 2009年)
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四神会 『一橋ボート百年の歩み』 (四神会, 1983年)
稲門艇友会 『漕艇部の百年 早稲田ボート文化史』
(100年史編纂委員会, 2002年)


















同志社艇友会 『同志社ローイング 100年』 (同志社艇
友会, 1991年)
体操伝習所と操櫓術240
